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1.ロープを使った事故者の救出

(１)簡易ハーネスをつくる
ハーネスを持参していない場合、スリングを用いた簡易ハーネスが
作れると、岩場の通過や遭難者の救助などに役に立つ。安全性が
高く、簡単に作れる簡易ハーネスの作り方と使用例を紹介する。

ｲ）チェストハーネス
ﾛ）シットハーネス
ﾊ）チェストハーネス＋シットハーネス
ﾆ）フルボディーハーネス

＊用意するもの
①テープスリング（１２０～１５０ cm × １本・６０cm ２本）
・テープススリング〔25mm幅以上〕の使用が望ましい

②安全環付きカラビナ×１枚
③カラビナ×２枚
④補助ロープ(６～８φ×１０m)



ｲ）チェストハーネス
テープスリングを片方の肩にかけ、
反対側は腋の下を通し、両端を胸
の前でシートベントで結ぶ

ﾛ）シットハーネス
テープスリングで二つのループをつくり、
両方の足をくぐらせ、全体をウエスト
まで引き上げ安全環付カラビナで結束
する。

ﾊ）チェストハーネス＋シットハーネス
両方を組み合わせると、多少の
落下にも耐えられる。



ニ）フルボディーハーネス
・１.２～１.５ｍのスリングと0.6ｍ程度のスリ
ングを接続する。
・上部はテープスリングを片方の肩にかけ、
反対側は腋の下から前部へもって来る。
・下部は股をくぐらせ、おなかの上へ引き上
げ、お腹の前でより合わせてカラビナをか
ける。
・間単に全身型のハーネスができ、安定感
がある。



(２)支点の構築ー例１
通常は立ち木や岩などに支点をとる。場合によっては大きなショックが
かかってくることもあるので、折れたり動いたりすることがないしっかり
したものを選ぶこと。作成した支点には安全環付カラビナをかける。



（３）支点の構築ー例２

①フィギュアエイト・ノット
最も確実な結び方であり、救助活動においては、原則として、すべて
この結び方を用いるため、確実にマスターすること。

②クローブ・ヒッチ(マスト結び、インク・ノット)
立ち木に対し直接クローブヒッチでも可。



２．ロープを手がかりに登る
３０～４０ｃｍ間隔でインライン・フィギアエイトノットを作ったロープを垂
らし、この結び目を手がかりにして昇降。腕力だけに頼って昇降する
と途中で力尽きてしまうので、出来るだけ斜面の足場に立ちながら登
る。ループの大きさを考慮すれば足を掛けて使用することもできる。



３．フリクションノットを使う
荷重がかかっていないときはスライドし、荷重がかかると結び目にロック
がかかる。この方法は、斜面や岩場の手がかり足がかりを拾いながら
自力で登っていくもので、落ちそうになったときに備えるもの。もともと
自分で登れ無いような斜面には使用できないと考えた方が良い。



４．ビレイする
上にいる仲間と事故者が1本の補助ロープで結び合い、事故者の登る
スピードにあわせながら、上にいる仲間がロープを手繰っていく方法。
事故者・確保者共に簡易ハーネスをセットし、確保者はセルフビレイを
取り、事故者をムンターヒッチにて確保する。

【ムンターミュール】
途中で固定する場合に用いる



５．懸垂下降する
ロープを利用して急斜面や岸壁などを下りていく技術を懸垂下降(ラッペ
リング)という。下降器に代わり安全環付カラビナを使用。ムンターヒッチ
をロープにセットし下降する。支点及びセットを十分確認して行う。



６．トラバースする
トラバース開始点に支点を作って補助ロープの一端をエイトノットでセット
し、そのロープを持って終了点まで行き、もう一方のロープの端をエイト
ノットで結ぶ。トラバース距離が長く、固定するロープのたわみをなくした
い場合は、途中の立ち木や岩、杭、ボルトなどにスリングとカラビナで中間
支点を取る。中間支点はエイトノットやループノットを使う。


